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２１．高所転落 

 

①牛舎２階の乾草を落とす穴から誤って１階に落下し、骨盤骨折 

                    （平成22年 2月 牛舎、男性・71歳） 

 風邪の病み上がりで少し

は牛舎仕事をしないといけ

ないと思い、乾草置き場に

なっている牛舎の２階で作

業をしていたところ、乾草

を落とす穴から 3ｍ下の１

階に墜落、腰を強打した。 

 すぐに車で病院に行き、

レントゲン撮影の後、入院

した。骨盤骨折、入院３ヵ

月。 

 

 

＊事故原因  

 室内が薄暗く、穴の周

囲に乾草が散らばってお

り、穴の位置がわかりに

くかった。また、床も滑

りやすかった。 

 １階に乾草を落とすと

き以外は蓋を閉めておく

ようにしていたが、その

時は開いたままだった。 

 病み上がりでボーッと

しており、本調子ではな

かった。 

 照明を設置するだけで

なく、牧草を落とす前に

は、枠囲いなどをしてお

き、牧草を落とすときの

み、枠囲いを外して投げ

落とすなどの工夫も考え

ていいのではないか、と

考えられた。 
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②牛舎の二階から、牧草を手かぎを使って下に落とす際、干し草と一緒に３ｍ下の 

 コンクリート床に墜落、頭蓋骨等骨折 

               （平成23年 7月 午後7時頃、牛舎、男性・70歳） 

 午後７時頃、３ｍの

二階から干し草のベー

ル、25kg を下に右手に

手かぎをもって落とそ

うとした。、おそらく、

干し草を縛っているテ

ープに手かぎをかけて

引きずり下ろそうとし

たが、手かぎがはずれ

ずひっかかったまま、

干し草と一緒に３ｍ下

に墜落。干し草は、カ

ナダ産チモシーのペー

ル。大きさは 35×35×

50ｃｍ。墜落した現場

には、干し草と手かぎが落ちていた。

本人は何をしていたかも、よく記憶が

ない。 

 奥さんの話では、その頃は牧草の刈

り取りなど、毎日様々な作業がありか

なり疲れていたとのこと。 

 墜落後は意識を失っていた。隣の牛

舎の方が、前を行き来していて、牛舎

の中から、うなり声が聞こえ、墜落し

ているのが発見された。その方は、す

ぐに受傷者宅に行き連絡、奥さんと息

子さんが駆けつける。自宅と牛舎間

300ｍ位。息子さんが携帯電話で救急車

を要請。総合病院へ。内臓損傷なども激しく入院は

49日間。右大腿骨骨折、左多発肋骨骨折、左腎臓・

脾臓損傷、頭蓋骨骨折、左肺血気胸。医師は、骨が

くっついた段階で、「何もすることがない」と言わ

れ、特にリハビリもなく退院。 

 現在、右足が十分屈曲せず、靴下をはくのも大変。

また、正座はできず。 
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＊事故原因 

 二階の干し草置き場に

は、柵がなくオープンとな

っており、足などを滑らせ

ると、直接コンクリート床

に墜落する可能性がある。

このような構造は、様々な

作業場に見られるが、必要

な時、必要な空間が確保で

きるような構造物を設計の

段階で設置しておくことが

必要と考えられる。 

 また、事故当時は普通の

帽子をかぶっていたが、ヘ

ルメットの着用が望ましい。他所の牛舎でヘルメットの着用の可否を聞いたが、「いきな

りかぶると、牛が驚くかもしれないが、日常的にかぶっていると問題がないかもしれない」

との答えだった。高所作業が日常的にあることを考えると、ヘルメットの着用を習慣化す

る必要があると考えられる。 

 なお、事故当時の７月は、１週間全く雨が降らず、なおかつ日中の最高気温は連日 32

度と極めて高温続きであった。（グラフは、近くの消防署の７月の気象データ） 

 奥さんの言われるとおり、天気がいいので干し草づくりなどかなり多忙を極めており、

肉体的にも疲労がかなり蓄積されていたのではないかと考えられる。当日の風速も２～３

ｍとほとんど無風に近い状態だったと考えられる。慣れた作業とは言え、最近の夏の暑さ

に対して、日常的な対策を特別に取る必要があると考えられる。 

 

 

③牛床のパーティションに足をかけて牛名板を交換して降りたとき、右足を捻挫 

        （平成24年 4月 11時頃、繋ぎ飼い牛舎・対尻式、男性・19歳） 

 搾乳牛を飼養する繋ぎ飼い牛舎で、新たな搾乳

牛が乳期を終えた牛と入れ替わったため、牛床の

上に掲げてある牛名板を取り替えようとした。牛

床にはすでに牛が入っていたため、パーティショ

ンのパイプ（高さ約 50cm）に左足を載せて作業し

ていた。作業が終わって降りるときに右足をくじ

いた。 

 作業を続けようとしたが痛くて歩けなかった

が、他に手段がなかったため自転車を漕いで病院

へ向かった。右足首捻挫、２週間通院したが、現在は完治している。 
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＊事故原因  

 被害者は「特に焦ってい

たわけでもなく、体調も良

好であり、いつもどおりに

作業したつもりであった

が、足の付き方がまずかっ

た」と省みているが、若く

動作も俊敏にできることか

ら、着地動作を意識してい

なかったことが思いがけな

いケガに繋がったと考えら

れる。なお、牛床に牛がい

たので、脚立を使えなかっ

た。事故以降、足元に気をつけて作業 

するよう心がけている。 

 わずか 50cm の高さであっても、 

時と場合により身体に大きなダメ 

ージを与えることがあり、脚立以外 

の台座の使用も考えることも必要と考えられる。 

 

 

 

 

 

④台風で飛んだ堆肥舎の屋根修理中、梁を外そうとして転落、両踵骨骨折 

                （平成22年 9月 午後、堆厩舎、男性・73歳） 

 台風で堆肥舎のカルバリウムの屋

根が道路を飛び越え約 80ｍ先の隣

りの家の畑まで吹き飛ばされて、骨

組みだけになってしまった。ダンプ

カーから屋根の梁に上にのり、11ｃ

ｍの角材の上で太い横梁を取り除こ

うと、バールでこじ上げようとした

時、はずみを食らって屋根の梁から

バック宙返りをするようにして 1 回

転して 2.1ｍ下に両足で着地するよ

うに落ちた。その時、両足の踵骨を

骨折した。下はコンクリートではな

く、土だった。 

 両足で着地したとき、両方の踵骨を骨折した。呼んでも誰も来ないので、這って車の所


